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6月・9月議会に連続登壇 不祥事から8年 

豊橋は再生したのか！ 
８年間の早川市政の総括と100

周年への新たな展望について 
市政始まって以来の不祥事で揺れた９０

周年の秋から８年。豊橋はあの苦渋の日々か

らどのように再生したのか。 

またこの間を担った早川市長は「一期目で

は、各分野で種をまいてきた。二期目で花を

開かせ、実をならせたい」と取り組まれてき

ましたが、花は咲き、実はなったのか。 

そして、市制100周年に向けて新たな展望

をどのように開いていくのか。 

伊藤ひであきは６月議会、９月議会と登壇

し、以下のポイントについて議論しました。 

 

<<６月議会>> 

（1）豊橋は農業日本一を渥美町と合併後の

新田原市に譲り、県内第二の人口規模も合併

する新豊田市に抜かれる。特色ある豊橋の産

業を三河港やＩＴ農業を柱に地域産業活性

化に取り組んでいく。 

（2）佐世保の少女殺害事件を教訓にネット

社会のなかでの子どもたちの健全な成長の

ために子どもを守る大人ネットワークを構

築していく。 

 

<<９月議会>> 

（1）不祥事の舞台となった「根強い談合体質

による公共工事の入札」には制度面でも改革

してきたが、問題になった「一般競争入札」

は拡大されておらず、公平・公正・透明な行

政運営に市役所は一丸となって取り組む。 

（2）「開かれた市政」「市民参加の市政」は

早川市政の大命題。わかりやすい市政情報の

提供に心がけ、情報を共有し市民との協働の

街づくりに努力していく 

（3）次世代型焼却炉導入、分別拡大、プラス

チックごみ全量リサイクルなど８年間の廃

棄物行政の取組みを更に進め、530のまちの

「埋め立てゼロ」を目指し更に進めていく。 

（4）「行政評価システム」は５年間の「事務

事業評価」の実践を経て、「政策施策評価」

の新たな段階に入る。全国に誇りうる手法と

して豊橋方式を確立し、導入目的である市民

に良質なサービスを提供していく。 

（5）国の「三位一体改革」の大きなうねりの

中で交付税に依存しない自立した地方主権

の街づくりに取り組んで行かなければなら

ない。そのためにも税源移譲を優先した改革

を国に要請していく。 

（6）「豊川水源基金の見直し」により、水

源林涵養のため1トン１円相当額を負担する

（豊橋市は毎年4000万円）流れの中で、

多額の原資を永久に要することになる。住

民への説明責任を果たし、理解を得て、長

年の課題に上下流一体となって強力に取り

組んでいく。 

（7）市町村合併を行財政改革のチャンスと

捉え、周辺自治体の合併の動きを見定めな

がら、２１世紀の展望を開くためにリー

ダーシップを発揮して「三河市」構想の実

現に取組んでいく。 
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 ２年前の９月定例議会

一般質問で伊藤ひであき

は次のように「地震ハザー

ドマップ」を提案しました。

「市民の東南海地震に対

する意識は『備えは不十

分、不安は感じる』とい

う域を出ていません。 

 そのために、詳細な地

震被害予測を『地震ハ

ザードマップ』として市

民に公開し市民の防災意

識啓発を行うべきです。 

 横浜市の「地震マッ

プ」は市内の揺れの分布

図を500ｍメッシュで

表示したもので、極めて

有効です。詳細な地震

マップは、防災対策の精

度を向上させると同時

に、マップの公表によ

り、市民が住んでいる土

地の状態から、住宅の耐

震構造の必要性を判断し

たり、日常の備えや地震

時の行動への心構えを促

す役割を果たすのでない

かと考えます。東田町で

は、石巻では、小鷹野で

はと地域に密着した『地

震ハザードマップ』の作

成を提案」しました 

 市当局は「災害に強いま

ちづくりを推進する有効な

手段と認識しております。 

 貴重な提案につきまして

は、今後、作成する方向で

努力してまいりたい」と答え

ました。 

 以降、２年がかりで作成さ

れ、この度、全戸配布され

ました。 

届きましたか、「地震防災マップ」 → 
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伊藤ひであきの０２年９月議会の提案です。 

運動公園に駐輪場整備、 
   「駅前大通」新電停工事始まる 

県下最大のプール建設順調、 
     豊橋公園のプールは存続！ 

 「路面電車を生かした

まちづくり」を推進する

伊藤ひであきは、本会議

や委員会で路面電車の存

続のために利用者を増や

し、活性化につなげよう

と懸命に提案活動を行っ

てきました。 

 このたび、岩田運動公

園に自転車と路面電車の

利用を有機的に組み合わ

せる（パーク＆ライド）

ために駐輪場が完成し、

９月１日から供用開始に

なりました。（写真下） 

 また、豊橋駅前―新川

電停間に「駅前大通」電

停の設置工事が始まりま

した。来年春には完成予

定。工事費8000万円。 

 豊橋市神野新田町に建

設中の「プール棟」は

06年５月のオープンを

目指し順調に進んでいま

す。総事業費60億円。

夏季はプール、冬季はス

ケート場として利用する

施設です。(写真右) 

 これに伴い、豊橋公園

内にあるプールは無くな

るのですか」という問い

合わせがしばしばありま

すが、伊藤ひであきは

「自転車で気軽に行ける

中心部のプールは存続す

べき」と主張してきまし

た。その結果、「25ｍ

プールと幼児用プールは

改修して残す」事が決

まっています。ご安心を 

「地震防災マップの見方」 

    学習会とビデオ会 

時：１０月１０日（日） 

  午後１時３０分から 

所：前畑町のあいトピア 

「勇気の3000キロ」も上

映。お出かけ下さい。 


